
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

 深
ふか

川
がわ

八
はち

幡
まん

祭
まつ

りは、沿
えん

道
どう

の観
かん

衆
しゅう

からみこしを担
かつ

ぐ人
ひと

に清
きよ

めの水
みず

がかけられるため、「水
みず

かけ祭
まつり

」ともいわれる。 両
りょう

国
ごく

の川
かわ

開
びら

きは、戦
せん

争
そう

中
ちゅう

と1961（昭
しょう

和
わ

36）年
ねん

に川
かわ

の汚
お

染
せん

などで中
ちゅう

止
し

となった。1977年
ねん

に復
ふっ

活
かつ

し、今
いま

の名
な

前
まえ

になった。

中
ちゅう

央
おう

区
く

の花
はな

火
び

と祭
まつ

り
中
ちゅう

央
おう

区
く

には、昔
むかし

から日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

する
花
はな

火
び

大
たい

会
かい

や祭
まつ

りが行
おこな

われている。
どんな花

はな

火
び

と祭
まつ

りがあるのか見
み

てみよう。

＜花
はな

火
び

は夏
なつ

の風
ふう

物
ぶつ

詩
し

＞
毎
まい

年
とし

多
おお

くの人
ひと

々
びと

に親
した

しまれている花
はな

火
び

大
たい

会
かい

。東
とう

京
きょう

だけで
なく、全

ぜん

国
こく

に知
し

られており、日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

する花
はな

火
び

大
たい

会
かい

の1
つだ。テレビでも放

ほう

送
そう

される花
はな

火
び

大
たい

会
かい

がある。

＜氏
うじ

神
がみ

と祭
まつ

り＞ どの地
ち

域
いき

にも昔
むかし

からその土
と

地
ち

の守
まも

り神
がみ

がいて、その神
かみ

を氏
うじ

神
がみ

という。その地
ち

域
いき

に住
す

む人
ひと

を氏
うじ

子
こ

とよび、みんなで氏
うじ

神
がみ

を大
たい

切
せつ

にしている。中
ちゅう

央
おう

区
く

は６つの神
じん

社
じゃ

の氏
うじ

子
こ

地
ち

域
いき

となっており、感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちをこめた祭
まつ

りが毎
まい

年
とし

行
おこな

われている。
毎
まい

年
とし

、たくさんの人
ひと

で
にぎわうんだよ。

たくさんの
人
ひと

が
なくなったん
だって。

「かぎ屋
や

ー」「玉
たま

屋
や

ー」と
言
い

うのはなぜ？
「かぎ屋

や

」と「玉
たま

屋
や

」は、江
え

戸
ど

を代
だい

表
ひょう

する2
大
だい

花
はな

火
び

師
し

の名
な

前
まえ

で、江
え

戸
ど

の花
はな

火
び

の人
にん

気
き

を
二
に

分
ぶん

した。かぎ屋
や

（かぎ屋
や

弥
や

兵
へ

衛
え

）は横
よこ

山
やま

町
ちょう

に、玉
たま

屋
や

（玉
たま

屋
や

市
いち

郎
ろう

兵
べ

衛
え

）は両
りょう

国
ごく

広
ひろ

小
こう

路
じ

の辺
あた

りで技
わざ

をみがき、競
きそ

い合
あ

っていた。
かけ声

ごえ

は、花
はな

火
び

大
たい

会
かい

で、両
りょう

者
しゃ

を応
おう

援
えん

する
ためのものだった。

●東
とう

京
きょう

湾
わん

大
だい

華
はな

火
び

大
たい

会
かい

晴
はる

海
み

ふ頭
とう

公
こう

園
えん

先
さき

の東
とう

京
きょう

港
こう

から1万
まん

2000発
ぱつ

の花
はな

火
び

が打
う

ち上
あ

げられる。
毎
まい

年
とし

8月
がつ

第
だい

2土
ど

曜
よう

日
び

に開
かい

催
さい

。1988（昭
しょう

和
わ

63）年
ねん

からはじまった。

●隅
すみ

田
だ

川
がわ

花
はな

火
び

大
たい

会
かい

毎
まい

年
とし

７月
がつ

の最
さい

終
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

に行
おこな

われる花
はな

火
び

大
たい

会
かい

で、隅
すみ

田
だ

川
がわ

で行
おこな

われる。
もともとは「両

りょう

国
ごく

の川
かわ

開
びら

き」とよばれていた。

花
はな

火
び

で死
し

者
しゃ

を
なぐさめた
徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

の時
じ

代
だい

、1732（享
きょう

保
ほう

17）年
ねん

に、 大
だい

ききんとなり、
さらに、はやり病

やまい

も起
お

こった。
その供

く

養
よう

と災
さい

害
がい

がないように
いのって、両

りょう

国
ごく

の川
かわ

開
びら

きが行
おこな

われ、初
しょ

日
にち

に花
はな

火
び

が打
う

ち上
あ

げ
られた。これが隅

すみ

田
だ

川
がわ

花
はな

火
び

大
たい

会
かい

のはじまりだ。

神
かん

田
だ

祭
まつり

5月
がつ

15日
にち

に行
おこな

われる。徳
とく

川
がわ

将
しょう

軍
ぐん

も見
み

たため、山
さん

王
のう

祭
さい

と共
とも

に天
てん

下
か

祭
まつり

ともいわれる。大
たい

祭
さい

は山
さん

王
のう

祭
さい

と１年
ねん

ごとに行
おこな

われている。

山
さん

王
のう

祭
さい

毎
まい

年
とし

6月
がつ

15日
にち

に行
おこな

わ
れる。神

かん

田
だ

祭
まつり

と深
ふか

川
がわ

八
はち

幡
まん

祭
まつ

りと共
とも

に江
え

戸
ど

三
さん

大
だい

祭
まつ

りの1つ。神
か ぐ ら

楽
はやし、山

さん

王
のう

たいこ
など出

だ

しものがいっ
ぱい。写

しゃ

真
しん

は、昔
むかし

の
衣
い

装
しょう

でみこしをかつ
ぎ歩
ある

く神
じん

幸
こう

祭
さい

のようす。

鐵
てっ

砲
ぽう

洲
ず

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

例
れい

大
たい

祭
さい

5月
がつ

2～5
いつか

日に行
おこな

われる。3年
ねん

ごとに大
たい

祭
さい

がある。写
しゃ

真
しん

は、改
かい

修
しゅう

前
まえ

の歌
か

舞
ぶ

伎
き

座
ざ

の前
まえ

を通
とお

るみこし。

つきじ獅
し

子
し

祭
さい

毎
まい

年
とし

6月
がつ

に行
おこな

われる。赤
あか

と黒
くろ

の獅
し

子
し

の頭
あたま

をかつぎ、
築
つき

地
じ

の町
まち

をねり歩
ある

く。

波
なみ

除
よけ

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

中
ちゅう

央
おう

区
く

築
つき

地
じ

六
ろく

丁
ちょう

目
め

20-37

住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

中
ちゅう

央
おう

区
く

佃
つくだ

一
いっ

丁
ちょう

目
め

1-14

富
とみ

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

江
こう

東
とう

区
く

富
とみ

岡
おか

一
いっ

丁
ちょう

目
め

20-3

鐵
てっ

砲
ぽう

洲
ず

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

中
ちゅう

央
おう

区
く

湊
みなと

一
いっ

丁
ちょう

目
め

6-7

日
ひ

枝
え

神
じん

社
じゃ

千
ち

代
よ

田
だ

区
く

永
なが

田
た

町
ちょう

二
に

丁
ちょう

目
め

10-5

神
かん

田
だ

明
みょう

神
じん

（神
かん

田
だ

神
じん

社
じゃ

）
千
ち

代
よ

田
だ

区
く

外
そと

神
かん

田
だ

二
に

丁
ちょう

目
め

16-2

深
ふか

川
がわ

八
はち

幡
まん

祭
まつ

り
富
とみ

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の例
れい

祭
さい

は8月
がつ

15日
にち

ごろに行
おこな

われる。3年
ねん

に一
いち

度
ど

の
本
ほん

祭
まつ

りでは、八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の御
ご

鳳
ほう

輦
れん

（め
でたい鳥

とり

を飾
かざ

ったみこし）が進
すす

む。
大
だい

小
しょう

合
あ

わせて120数
すう

基
き

のみこ
しがかつがれる。

平へ
い

成せ
い

千
ち

代
よ

田
だ

区
く

日
に

本
ほん

橋
ばし

地
ち

区
く

京
きょう

橋
ばし

地
ち

区
く

月
つき

島
しま

地
ち

区
く

中
ちゅう

央
おう

区
く

築
つき

地
じ

にあ
る神

じん

社
じゃ

。災
さい

難
なん

を
のぞき波

なみ

を乗
の

り
切
き

る神
かみ

様
さま

として、
まつられている。
氏
うじ

子
こ

地
ち

域
いき

は、築
つき

地
じ

一
いっ

帯
たい

。

住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

の例
れい

祭
さい

毎
まい

年
とし

8月
がつ

6
むいか

日と7
なのか

日に行
おこな

われる。3年
ねん

に一
いち

度
ど

の本
ほん

祭
まつ

りでは、獅
し

子
し

頭
がしら

や八
はっ

角
かく

形
けい

のみこしが出
だ

され、
船
ふね

にのせて月
つき

島
しま

、勝
かち

どき、佃
つくだ

を一
いっ

周
しゅう

する。

中
ちゅう

央
おう

区
く

佃
つくだ

にある神
じん

社
じゃ

。佃
つくだ

島
じま

ができた
ときに、大

おお

坂
さか

佃
つくだ

の住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

から神
かみ

を
分
わ

けられ、この地
ち

に置
お

いた。氏
うじ

子
こ

地
ち

域
いき

は、月
つき

島
しま

、勝
かち

どき、豊
とよ

海
み

、晴
はる

海
み

など。

江
こう

東
とう

区
く

富
とみ

岡
おか

にある神
じん

社
じゃ

。江
え

戸
ど

初
しょ

期
き

に
建
た

てられ、江
え

戸
ど

の八
はち

幡
まん

様
さま

と親
した

しまれた。
氏
うじ

子
こ

地
ち

域
いき

は、日
に

本
ほん

橋
ばし

箱
はこ

崎
ざき

町
ちょう

、新
しん

川
かわ

、
清
きよ

澄
すみ

、白
しら

河
かわ

、深
ふか

川
がわ

、木
き

場
ば

、東
とう

陽
よう

など。

中
ちゅう

央
おう

区
く

湊
みなと

にある神
じん

社
じゃ

。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は鉄
てっ

砲
ぽう

洲
ず

湊
みなと

があ
ったため、海

うみ

の神
かみ

としてまつられた。氏
うじ

子
こ

地
ち

域
いき

は、銀
ぎん

座
ざ

、新
しん

富
とみ

町
ちょう

、入
いり

舟
ふね

、湊
みなと

、明
あか

石
し

町
ちょう

。

千
ち

代
よ

田
だ

区
く

外
そと

神
かん

田
だ

にある
神
じん

社
じゃ

。1300年
ねん

近
ちか

くの
歴
れき

史
し

をもつ。氏
うじ

子
こ

地
ち

域
いき

は、神
かん

田
だ

、日
に

本
ほん

橋
ばし

、秋
あき

葉
は

原
ばら

、大
おお

手
て

町
まち

・丸
まる

の内
うち

など108の町
まち

。

千
ち

代
よ

田
だ

区
く

永
なが

田
た

町
ちょう

にある神
じん

社
じゃ

。
日
ひ

枝
え

神
じん

社
じゃ

の氏
うじ

子
こ

地
ち

域
いき

は、八
や

重
え

洲
す

、日
に

本
ほん

橋
ばし

、茅
かや

場
ば

町
ちょう

、八
はっ

丁
ちょう

堀
ぼり

、京
きょう

橋
ばし

、銀
ぎん

座
ざ

、大
おお

手
て

町
まち

、丸
まる

の内
うち

、霞
かすみ

が関
せき

、永
なが

田
た

町
ちょう

など。

みんなが
住
す

んでいる地
ち

域
いき

は、
どの氏

うじ

神
がみ

様
さま

かな？
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